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生命保険論集 第２０８号（別冊） 

「－情報環境の進展と生命保険事業の将来像研究会 研究論文－」

を発行しました 
 
 （公財）生命保険文化センター（代表理事・浅野 僚也）では「情報環境の進展と生命保険事業の

将来像」研究会（研究期間：2017 年 4 月～2019 年 3 月）について、その研究成果がまとまりました

ので『生命保険論集 第 208 号（別冊）』として発行いたします。 

 

 本研究会のメンバーは明治大学商学部教授 中林真理子氏を座長とする、以下の研究者です。 

 

氏 名 所  属 

中林 真理子 明治大学 商学部 教授 

石坂 元一 中央大学 商学部 教授 

伊藤 晴祥 青山学院大学大学院 国際マネジメント研究科 准教授 

上野 雄史 静岡県立大学 経営情報学部 准教授 

小木 紀親 東京経済大学 経営学部 教授 

尾崎 悠一 首都大学東京大学院 法学政治学研究科 准教授 

田中  隆 兵庫県立大学 国際商経学部 教授 

 

研究会は２年間で合計 11 回、ディスカッション形式により実施しました。時にゲストスピーカーを

招聘するなどし、変化の激しい InsurTech の分野に対し、積極的な議論の場として活動していただ

きました。研究会の成果として、以下の未発表の論文６本を収録しています。 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 
生命保険文化センター 保険研究室 
情報環境の進展と生命保険事業の将来像研究会 
事務局 担当：上原  Tel：（03）5220-8512 

巻頭言 

 「情報環境の進展と生命保険事業の将来像研究会」を終えて 中林 真理子 

論文 

情報環境進展の保険事業への影響 

－情報の非対称性による問題を中心に－ 
石坂 元一 

InsurTechを活用した相互支援プログラムの実現可能性の検証 

－相互宝を事例として－ 
伊藤 晴祥 

InsurTechが生命保険事業に及ぼす影響とその課題 上野 雄史 

ICTの進展に伴うマーケティング及び消費者問題の諸相と生命保険業界の

対応 
小木 紀親 

情報環境の進展と法的対応——助言・仲介をめぐる議論の検討 尾崎 悠一 

X-Techの影響下における生命保険(事業)とその可能性 田中   隆 


